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国
際
協
力
機
構(

J
I
C
A
)

の
研
修
員
受

入
事
業
実
施
に
係
わ
る
現
地
研
修
会

名
古
屋
大
学
農
学
国
際
教
育
研
究
セ

ン
タ
ー
江
原
宏
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
の
依

頼
で
「
ア
フ
リ
カ
地
域

稲
作
振
興
の
た

め
の
中
核
的
農
学
研
究
者
の
育
成
」
の
一

環
と
し
て
「
四
谷
の
千
枚
田
の
稲
作
及
び

地
域
の
取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修

が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
令
和
二

年
に
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
地
域
、
令
和

三
年
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
研
修
員
の
出
国

が
不
可
の
た
め
、
動
画
配
信(

英
訳)

を
、

昨
年
と
今
年
は
ア
フ
リ
カ
地
域
の
研
修

員
を
対
象
に
実
施
し
た
。

本
年
の
研
修
員
は
コ
ン
ゴ
、
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
二
名
、
セ
ネ
ガ
ル
、
ウ
ガ
ン
ダ
二
名
、

ザ
ン
ビ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
六
か
国
八
名

の
農
学
研
究
者(

博
士
二
名
、
修
士
課
程

三
名
を
含
む)

の
一
団
で
、
兎
に
も
角
に

も
熱
心
さ
に
は
、
タ
ジ
タ
ジ
で
あ
っ
た
。

主
な
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

肥
料
の
量
と
施
肥
回
数
…
Ａ

ほ
と

ん
ど
が
「
ひ
と
ま
き
く
ん
」
で
十
㌃
あ
た

り
二
袋(

四
十
㎏)

を
基
準
と
し
て
い
る
。

Ｑ

水
の
管
理
…
Ａ

全
部
の
田
ん
ぼ
が

湧
水
で
あ
り
、
稲
は
温
暖
性
植
物
で
用
水

を
温
め
る
必
要
が
あ
る
。(

そ
の
先
人
の

工
夫
「
あ
と
」
や
竹
樋
の
仕
掛
け
を
身
振

り
、
手
振
り
で
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
研
修

者
は
感
嘆
の
声
を
上
げ
た)

Ｑ

除
草
は

…
Ａ

主
に
、
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
手
押
し
除
草
機
「
は
っ
た
ん
」
を

使
用
し
て
い
る
。(

実
際
に
「
は
っ
た
ん
」

を
転
が
し
た
と
こ
ろ
、
研
修
員
自
ら
行
う

な
ど
、
興
味
津
々
で
あ
っ
た)

Ｑ

品
種
は

…
Ａ

中
山
間
地
向
き
の
「
ミ
ネ
ア
サ
ヒ
」

で
あ
り
、
の
ど
越
し
の
食
感
に
優
れ
た
品

種
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
植
え
て
か
ら
収

穫
ま
で
の
水
の
量
等
々
、
多
く
の
質
問
が

あ
っ
た
。

研
修
終
了
に
あ
た
り
、
研
修
員
代
表
か

ら
中
山
間
地
域
の
農
業
手
法
、
取
組
な
ど

多
く
の
知
見
を
得
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に

帰
っ
て
稲
作
研
究
、
普
及
に
役
立
て
た
い
。

ま
た
、
素
晴
ら
し
い
段
々
田
ん
ぼ
の
保
持

は
大
変
で
あ
ろ
う
が
、
続
け
て
く
だ
さ
い
。

Ｍ
ｒ
小
山
も
是
非
、
ア
フ
リ
カ
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
と
、
労
い
の
言
葉
を
戴
い
た
。

当
方
と
し
て
も
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
農
学

研
究
に
少
し
で
も
お
役
に
た
っ
た
こ
と

を
誇
り
と
思
い
ま
す
と
、
〆
た
。

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

二
〇
二
三
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ

ン
ク
ー
ル(

主
催

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保

存
会
・
東
三
河
郵
便
局

共
催

新
城
市
、

新
城
市
教
育
委
員
会
、
新
城
市
観
光
協
会
、

奥
三
河
観
光
協
議
会
、
東
愛
知
新
聞
社)

で
実
施
し
ま
す
。
応
募
対
象
は
小
学
生
・

中
学
生
。
入
賞
者
に
は
本
年
度
新
米
・
図

書
券
・
五
平
餅
セ
ッ
ト
他
多
数
。

問
い
合
わ
せ
はNP

O

法
人
国
内
産
米
の
粉

伝
統
食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
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チ
ラ
シ
・
応
募
ハ
ガ
キ
は
東
三
河
管
内
郵

便
局
店
頭
、
千
枚
田
案
内
看
板
、
新
城
市

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
、
奥
三
河
観

光
協
議
会
、
八
雲
だ
ん
ご
直
売
店
ほ
か

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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四
谷
の
千
枚
田
に

リ
ア
ル
案
山
子(

か
か
し
）
登
場

今
年
は
長
靴
を
履
い
た
百
姓
姿
の
四
人

七
月
十
六
日
、
リ
ア
ル
案
山
子
が
今
年

も
登
場
し
た
。

製
作
し
た
の
は
設
楽
町
の
「
チ
ー
ム

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｏ
」
の
六
人
。
チ
ー
ム
は
毎
年
、

千
枚
田
の
整
備
、
保
全
を
続
け
る
鞍
掛
山

麓
千
枚
田
保
存
会
に
製
作
し
た
案
山
子

を
届
け
て
お
り
、
今
回
が
七
回
目
。
丸
八

製
菓
が
、
知
名
度
向
上
や
足
を
運
ん
で
も

ら
う
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
と
協
力
し
て

く
れ
て
い
る
。
昨
年
製
作
し
た
昭
和
三
十

年
代
の
農
家
の
庭
先
の
風
景
を
再
現
し

た
案
山
子
た
ち
を
入
れ
替
え
る
形
で
今

回
展
示
さ
れ
た
の
は
「
千
枚
田
の
五
平
餅
」

長
靴
を
履
い
た
百
姓
姿
の
四
人
の
う
ち

の
、
三
人
が
形
を
作
っ
た
り
、
や
い
た
り

し
て
五
平
餅
づ
く
り
を
し
て
お
り
、
一
人

が
一
升
瓶
を
抱
え
て
寝
て
い
る
。
細
部
ま

で
こ
だ
わ
り
、
ま
る
で
生
き
て
い
る
よ
う

な
リ
ア
ル
さ
で
存
在
感
を
示
し
て
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
の
村
松
一
志
さ
ん
は
「
五
平

餅
を
テ
ー
マ
に
し
た
の
は
初
め
て
。
納
得

で
き
る
も
の
が
で
き
た
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。
小
山
会
長
は
「
毎
年
案
山
子
に
千
枚

田
を
に
ぎ
や
か
に
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」

と
感
謝
す
る
。

設
置
さ
れ
た
場
所
は
、
棚
田
下
の
駐
車

場
、
道
路
か
ら
す
ぐ
で
、
見
学
し
や
す
い
。

=

東
日
新
聞
七
月
十
八
日
掲
載
引
用=

視
察
研
修

恒
例
事
業

エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
よ
う
は
市
民
、
市

民
団
体
、
事
業
者
、
市
が
力
を
合
わ
せ
て

安
城
市
の
環
境
を
良
く
し
て
い
こ
う
と

す
る
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
「
エ

コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ
ょ
う
」
と
い
う
協
働
団

体
で
あ
り
、
各
種
の
部
会
を
持
ち
、
環
境

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

七
月
十
五
日
、
く
ら
し
部
会
活
動
と
し

て
参
加
し
た
十
八
名
は
「
自
然
の
恩
恵
に

感
謝
し
、
そ
の
自
然
の
中
で
の
生
物
多
様

性
の
有
り
様
に
気
づ
く
」
を
テ
ー
マ
に
自

然
環
境
、
多
様
性
に
富
ん
だ
四
谷
の
千
枚

田
の
魅
力
を
堪
能
し
た
。

参
加
会
員
の
中
に
は
平
成
元
年
「
第
九

回
中
部
環
境
先
進
五
市
サ
ミ
ッ
トin

新

城
」
で
私
の
「
基
調
講
演
を
拝
聴
し
た
」
、

「
安
城
で
の
講
演
会
を
聞
い
た
」
等
々
の

方
々
も
み
え
、
和
気
藹
々
の
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

念
仏
踊
り

念
仏
踊
り
は
災
厄
退
散
や
亡
魂
鎮
送

の
た
め
に
行
わ
れ
る
盆
行
事
で
、
正
月
と

並
ん
で
日
本
民
族
の
二
大
祖
霊
祭
と
も

い
う
べ
き
伝
統
行
事
で
あ
る
。

か
つ
て
、
こ
の
地
で
盆
踊
り
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
集
落
は
大
代
・
大
林
・
身

平
橋
・
与
良
木
・
方
瀬
・
真
菰
・
山
中
・

須
山
・
入
洞
・
川
売
組
等
で
あ
る
が
、
現

在
で
は
身
平
橋
組(

西
組
共
進
連)

と
方

瀬
・
真
菰
組(

豊
真
連)

の
二
つ
集
落
の

「
は
ね
こ
み
」
が
市
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
盆
踊
り

を
民
俗
学
者
五
來
先
生
、
三
隅
先
生
、
鬼

頭
先
生
た
ち
も
ご
来
訪
、
そ
の
都
度
、
お

会
い
、
お
聞
き
し
た
こ
と
と
、
十
三
歳
か

ら
身
平
橋
組
の
盆
踊
り
を
継
承
し
て
き

た
こ
と
な
ど
を
振
り
返
っ
て
、「
入
り
庭
、

念
仏
、
は
ね
込
み
、
取
り
唄
、
手
踊
り
」

な
ど
の
一
連
の
流
れ
を
個
人
的
に
、
大
胆

に
推
察
す
る
と
、
先
祖
を
供
養
す
る
盂
蘭

盆
会
（
う
ら
ぼ
ん
え
）
と
結
び
つ
い
た
盆

踊
り
で
、「
念
仏
踊
り
」
よ
り
も
「
踊
り
念

仏
」
の
よ
う
な
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

名
称
も
「
は
ね
こ
み
」
と
か
「
念
仏
踊
り
」
、

「
盆
踊
り
」
な
ど
、
種
々
雑
多
に
呼
ば
れ

て
来
て
い
る
こ
と
も
、
そ
れ
だ
け
、
長
い

歴
史
を
辿
っ
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

〇

八
月
十
三
日
、
身
平
橋
海
源
寺
で
午

後
七
時
半
か
ら
本
尊
様
、
先
祖
供
養
の
念

仏
、
は
ね
こ
み
が
行
わ
れ
る
。

〇

八
月
十
四
日
夜
、
連
合
溜
水
の
原
田

育
子
さ
ん
宅
で
庭
受
け(

豊
真
連)

の
盆

踊
り
が
行
わ
れ
る
。
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